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1) 安田一朗．これだけは読んでおきたい！消化器内視鏡医のための重要論文200編＜胆・膵編＞．糸井隆夫，入澤

篤志，潟沼朗生，安田一朗，良沢昭銘 編．東京：CBR；2021．
2) 安田一朗，糸井隆夫，潟沼朗生，菅野　敦，花田敬士，木田光広，安田健治朗．第2版ラジアル走査式超音波内

視鏡による膵・胆道領域の標準的描出法．東京：オリンパス株式会社；2021．
3) 高橋孝輔，花岡辰行，荒木康宏，安田一朗．日本臨床　別冊　肝・胆道系症候群Ⅲ．東京：日本臨床社；

2021．慢性胆嚢炎；p. 184-8.
4) 安田一朗．胆膵内視鏡の診断・治療のトラブルシューティング．東京：羊土社；2021．第2章 トラブルシューティ

ングの実際：診断編　【B.EUS/IDUS】　3）EUS-FNAできる？できない？．

5) 花岡辰行，高橋孝輔，安田一朗．最新ガイドラインに基づく消化器疾患診療指針2021-'22．中島　淳 編．東京：

総合医学社；2021 Apr．3. 胆・膵疾患　急性胆嚢炎；p. 288-93.
6) 三輪洋人，中島　淳，小林弘幸，三原　弘，小林暁子．慢性便秘症　腸の名医が教える最高の治し方大全．東京：

わかさ出版編集・文響社；2021 Jun 3．
7) 花岡辰行，高橋孝輔，安田一朗．日本臨床 別冊 膵臓症候群（第3版）．東京：日本臨床社；2021 Jun 30．Ⅳ 膵神

経内分泌腫瘍　4.ガストリノーマ；p. 238-42.
8) 藤田直孝，遠藤　格，安田一朗，伊佐山浩通，岩下拓司，植木敏晴，上村健一郎，梅澤昭子，潟沼朗生，片寄　友，

鈴木　裕．胆石症診療ガイドライン2021 改訂第3版．日本消化器病学会 編．東京：南江堂；2021 Nov. 
9) 安田一朗．専門医のための消化器病学　第3版．下瀬川徹，渡辺　守 監修．東京：医学書院；2021 Nov. Ⅴ.胆道　

各論 胆石症　総胆管結石；p. 501-7.
10) 安田一朗．これで完璧！胆膵内視鏡の基本とコツ．竹中 完 編．東京：羊土社；2021 Nov 9．ASTIA って何？〜

同世代の横のつながり；p. 265-6.
11) 安田一朗．Interventional EUS−基本と実践テクニック−．山雄健次 監修，入澤篤志，糸井隆夫 編集．東京：南江堂；

2021 Nov 11．第Ⅱ章 コンベックス走査式EUSをつかいこなす　C.コンベックス式EUSによる縦隔の解剖と走査；

p. 30-5.
12) 安田一朗．Interventional EUS−基本と実践テクニック−．山雄健次 監修，入澤篤志，糸井隆夫 編集．東京：南江堂；

2021 Nov 11．第Ⅲ章 診断的穿刺術　D.EUS-FNAの基本手技 Dr.安田のやり方；p. 59-62.
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Experts for HCC (RELPEC) Study Group and the HCC 48 Group (hepatocellular carcinoma experts from 48 clinics 
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14) 中田直克，安藤孝将，元尾伊織，梶浦新也，渕野真代，作村美穂，南條宗八，三原　弘，藤浪　斗，小川浩平，

塚田健一郎，中島孝治，細川　歩，安田一朗．Lesion-level response to immune checkpoint inhibitor in patients with 
advanced gastric and esophageal cancer. 日本臨床腫瘍学会総会・学術集会；2021 Feb 18-20；京都（オンライン）． 

15) Ito K, Komatsu Y, Yuki S, Nakano S, KawamotoY, Muranaka Y, Ando T, Kajiura S, Miyagishima T, Harada K, Hatanaka 
K, Ishiguro A, Honda T, Dazai M, Sasaki T, Sakamoto N. Clinical outcome of irinotecan in gastric cancer : Analysis of 
albumin-bilirubin (ALBI) grade. 日本臨床腫瘍学会総会・学術集会；2021 Feb 18-20；京都（オンライン）． 

16) Tanimoto A, Nakano S, Yuki S, Ando T, Motoo I, Harada K, Kobayashi Y, Miyagishima T, Hatanaka K, Ishiguro A, Honda T, 
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Dazai M, Sasaki T, Komatsu Y. The impact of single-hetero UGT1A1 on clinical outcomes of irinotecan monotherapy after 
taxanes. 日本臨床腫瘍学会総会・学術集会；2021 Feb 18-20；京都（オンライン）． 

17) 寺本　彰，瑞慶山隆太，松川しのぶ，普久原朝史，髙木　亮，小橋川嘉泉，内間庸文，仲吉朝邦，金城福則．

COVID-19流行期の内視鏡診療における来院前問診の臨床的意義：沖縄県浦添地区での検討．第17回日本消化管

学会総会学術集会；2021 Feb 18-20；大阪（オンライン）． 
18) 三原　弘，渕野真代，南條宗八，藤浪　斗，安藤孝将，梶浦新也，安田一朗．コアシンポジウム 4「機能性消化

管疾患の病態と治療　機能性消化管疾患のUp-to-date −病態から治療法まで—」肥満細胞トリプターゼは十二指腸

（小腸）上皮のTRPV4機能を増強させることで上皮の透過性亢進を誘発しうる．第17回日本消化管学会総会学

術集会；2021 Feb 19-21；（オンライン）． 
19) 渡邊かすみ，渕野真代，三原　弘，作村美穂，元尾伊織，南條宗八，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，安田一朗．

抗IgE抗体オマリズマブを併用したアレルギー性疾患を合併した好酸球性胃腸炎．4例の検討．第17回日本消化

管学会総会学術集会；2021 Feb 19-21；（オンライン）． 
20) 小川健二，三原　弘，前田彩花，平木将矢，倉石　俊，渕野真代，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．パテンシー

カプセル原型排出率と，被ばく率に与える因子のロジスティック回帰分析．第14回日本カプセル内視鏡学会学

術集会；2021 Feb 21；（オンライン）． 
21) 保坂尚志，川添彬人，安藤孝将，藤田淳也，肥田圭介，西川和宏，天貝賢二，藤谷和正，設樂紘平．A phase II 

study of trifluridine/tipiracil and ramucirumab in patients with advanced gastric cancer. 日本胃癌学会総会・学術集会；

2021 Mar 3-5；大阪（オンライン）． 
22) 三原　弘，岡澤成祐，峯村正実，北啓一朗，木戸敏喜，横山茉貴，山城清二，山本善裕．COVID-19対応JMECC

の変更点と結果．第243回日本内科学会北陸地方会；2021 Mar 7；（オンライン）． 
23) 土井晋平，足立貴子，渡邉彩子，辻川尊之，斎藤 剛，菊山智博，松本光太郎，綱島弘道，菊池健太郎，安田一朗．

中下部悪性胆道閉塞に対する先端テーパー型金属ステントの有用性に関する検討．第107回日本消化器病学会総

会；2021 Apr 15；東京．

24) 田尻和人．実臨床における進行肝細胞癌治療における経口分子標的薬治療の最適化の検討．第107回日本消化器

病学会総会；2021 Apr 15-17；東京（オンライン）．

25) 田尻和人，菓子井良郎，河合健吾，時光善温，真野鋭志，新敷吉成，林　有花，花岡辰行，荒木康宏，高橋孝

輔，安田一朗．進行肝細胞癌診療におけるレンバチニブ治療の追加治療の意義．第107回日本消化器病学会総会；

2021 Apr 16；東京．

26) 花岡辰行，髙橋孝輔，安田一朗．ワークショップ 22 「胆管結石治療：現状と課題」 胆管空腸吻合術後胆管結石に

対する内視鏡治療．第107回日本消化器病学会総会；2021 Apr 17；東京．

27) 梶浦新也．早期からの緩和ケアの実践に必要なこと．第14回日本緩和医療薬学会年会；2021 May 13；岡山（オ

ンライン）．（招待講演）

28) Hanaoka T, Takahashi K, Yasuda I. ワークショップ 4 International Workshop 「Endoscopic management for difficult 
common bile duct stones」 Technical tips during endoscopic stone removal in patients with surgically altered anatomy. 第
101回日本消化器内視鏡学会総会；2021 May 14；広島．

29) 寺本　彰，濱田誠司，佐野　寧．Effective Clipping for a Diverticular Bleeding．第101回 日本消化器内視鏡学会総会；

2021 May 14-16；広島（オンライン）． 
30) 石渡裕俊，安田一朗，岩下拓司．ワークショップ 6 「膵疾患に対するEUS診療の現況と新たな展開」 EUSガイド

下組織生検における肉眼的白色検体長測定は組織学的正診・組織量を予測できる：前向き多施設共同試験．第

101回日本消化器内視鏡学会総会；2021 May 15；広島．

31) 安田一朗．ランチョンセミナー10 「ERCPの基本手技 〜コツを教えます〜」．第101回日本消化器内視鏡学会総会；

2021 May 15；広島．

32) 田尻和人．悪性黒色腫肝転移における超音波診断の有用性．第94回日本超音波医学会総会；2021 May 21-23；神

戸（オンライン）．

33) 田尻和人．LOGIQ E10によるバイポーラー電極を用いたRFAの治療効果．第94回日本超音波医学会総会；2021 
May 21-23；神戸（オンライン）．

34) 鍵谷聡一郎，元尾伊織，安藤孝将，三原　弘，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，安田一朗．HIV感染

に合併したHPV関連肛門管癌の一例．第131回日本消化器病学会北陸支部例会；2021 Jun 6；富山． 
35) 安田一朗．膵胆道領域の内視鏡診断・治療．日本消化器病学会北陸支部例会第44回教育講演会；2021 Jun 6；富山．
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36) 伊藤顕太郎．フマル酸ジメチルによる薬物性肝障害の1例．第131回日本消化器病学会北陸支部会；2021 Jun 6；金沢．

37) 中尾萌音．成人成長ホルモン分泌不全症に対して成長ホルモン補充療法を行ったNASH由来非代償性肝硬変の1
例．第131回日本消化器病学会北陸支部会；2021 Jun 6；金沢．

38) 伊藤　聡．進行肝細胞癌の経過中に急激な呼吸状態悪化を認めた一例．第131回日本消化器病学会北陸支部会；

2021 Jun 6；金沢．

39) 田畑和久，時光善温，北村和紀，圓谷俊貴，徳永麻美，小林才人，植田　亮，品川和子，岡田和彦．アミオダ

ロン静注投与による昏睡型急性肝不全の1例．第131回日本消化器病学会北陸支部例会；2021 Jun 6；富山．

40) 安田一朗．胆石診療up-to-date．日本内科学会北陸支部第83回生涯教育講演会；2021 Jun 13；富山．

41) 田尻和人．実臨床における進行肝細胞癌治療における経口分子標的薬治療の最適化の検討．第57回日本肝臓学

会総会；2021 Jun 17-18；北海道（オンライン）．

42) 梶浦新也，村上　望，松長成美，塚田健一郎，三邉義雄，川上範子，石倉恵美，津田直美，道田百代，中西美穂，

林 龍二．多職種の情報通信技術(ICT)情報共有システムの利用状況と看取り場所の関係．第26回日本緩和医療学

会学術大会；2021 Jun 18-19；横浜． 
43) 松長成美，村上　望，梶浦新也，塚田健一郎，三邉義雄，川上範子，石倉恵美，津田直美，道田百代，中西美穂，

林　龍二．ICTによる多職種の情報共有システムの使用実態調査研究　中間報告．第26回日本緩和医療学会学術

大会；2021 Jun 18-19；横浜． 
44) 村上　望，塚田健一郎，梶浦新也，三邉義雄，川上範子，石倉恵美，津田直美，道田百代，田辺公一，森田達也，

林　龍二．緩和ケア病棟からの在宅復帰は生存期間に影響を与えるのか?．第26回日本緩和医療学会学術大会；

2021 Jun 18-19；横浜． 
45) 松本正大，梶浦新也，近岡伸悟，龍　伸和，屋木佑太，林　直美，松下孝子，深井咲衣，門田彩花，村上　望，

林　龍二．当院における経口オキシコドンと経口ヒドロモルフォンの処方状況．第26回日本緩和医療学会学術

大会；2021 Jun 18-19；横浜． 
46) 梶浦新也．Integrated Careの現時点　がん治療医の緩和ケアへの認識の現状と今後．第26回日本緩和医療学会学

術大会；2021 Jun 18-19；横浜．（招待講演）

47) 髙橋冴子，藤浪　斗，作村美穂，元尾伊織，南條宗八，三原　弘，梶浦新也，安藤孝将，安田一朗．けん引クリッ

プを用いた冑ESDの工夫．第116回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 Jun 27；富山（オンライン併用）． 
48) 荻野万里，藤浪　斗，寺本　彰，髙橋冴子，南條宗八，田畑和久，作村美穂，元尾伊織，三原　弘，安藤孝将，

梶浦新也，安田一朗．当院で内視鏡的異物除去術を施行した症例の臨床的検討．第116回日本消化器内視鏡学会

北陸支部例会；2021 Jun 27；富山（オンライン併用）． 
49) 田畑和久，元尾伊織，荻野万里，作村美穂，寺本　彰，南條宗八，三原　弘，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，

安田一朗．瘻孔近傍のボーリング生検で診断し得た疣状食道癌 (verrucous carcinoma)の一例．第116回日本消化器

内視鏡学会北陸支部例会；2021 Jun 27；富山． 
50) 元尾伊織，安藤孝将，作村美穂，梶浦新也，花岡辰行，松野　潤，中村佳史，井上祐真，林　伸彦，安田一朗．

腹水を伴う悪性胆道閉塞に対してもEUS-HGSは有効か？．第116回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 
Jun 27；富山（オンライン併用）． 

51) 田尻和人．肝細胞癌患者における末梢血免疫細胞の病態および予後との関連の検討．第57回日本肝癌研究会；

2021 Jul 22-23；鹿児島（オンライン）．

52) 田尻和人．進行肝細胞癌治療におけるレンバチニブ治療の二次治療としてのソラフェニブ治療の意義．第57回
日本肝癌研究会；2021 Jul 22-23；鹿児島（オンライン）．

53) 松野　潤，中村佳史，井上祐真，林　伸彦，安田一朗．高齢者術後再建腸管例における総胆管結石治療の検討．

第23回日本高齢消化器病学会総会；2021 Jul 30；大阪． 
54) 中山優吏佳，中田直克，荻野万里，圓谷朗雄，康山俊学，樋口清博，安田一朗．超高齢者における総胆管結石

内視鏡治療の検討．第23回日本高齢消化器病学会総会；2021 Jul 30；大阪（オンライン）．

55) 松野　潤，中村佳史，井上祐真，林　伸彦，安田一朗．スポンサードシンポジウム 「高齢化時代における胆膵

内視鏡の位置付け」高齢者術後再建腸管例における総胆管結石治療の検討．第23回日本高齢消化器病学会総会；

2021 Jul 30；大阪（オンライン）．

56) 田尻和人．進行肝細胞癌におけるテセントリク，アバスチン併用療法の初期経験から．第24回日本肝癌分子標

的治療研究会；2021 Aug 28；富山．

57) 村山愛子．肝細胞癌における高齢者に対する分子標的薬治療成績の検討．第24回日本肝癌分子標的治療研究会；
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2021 Aug 28；富山．

58) 腰山裕貴，南條宗八，荻野万里，高橋冴子，植田優子，寺本　彰，三原　弘，藤浪　斗，山崎秀憲，安田一朗．

常染色体優性多発性嚢胞腎に合併した潰瘍性大腸炎の1例．第245回日本内科学会北陸地方会；2021 Sep 5；金沢

（オンライン併用）． 
59) 高橋孝輔，花岡辰行，荒木康宏，元尾伊織，南條宗八，林　伸彦，三原　弘，梶浦新也，安藤孝将，藤浪　斗，

田尻和人，峯村正実，高原照美，安田一朗．5mm以上の主膵管拡張を伴う分枝型IPMNは混合型か？　-術前

POPSの意義-．第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 22；東京（オンライン）． 
60) 中村佳史，林　伸彦，高橋孝輔，元尾伊織，荒木康宏，梶浦新也，安藤孝将，田尻和人，渡辺　徹，平野勝久，

渋谷和人，吉岡伊作，藤井　努，安田一朗．Conversion surgeryを見据えた胆道ドレナージ戦略．第52回日本膵

臓学会大会；2021 Sep 22；東京（オンライン）． 
61) 高見秀樹，藤井　努，山田　豪，星野由維，安田一朗，川嶋啓揮，室谷健太，横山幸浩，吉岡伊作，猪川祥邦，

渋谷和人，田中伸孟，平野勝久，加藤吉康，渡辺　徹，木村七菜，林　真路，松井恒志，江畑智希，小寺泰弘．

シンポジウム2 「局所進行切除不能膵癌に対するConversion surgeryのタイミング〜内科と外科の連携〜」 予後因

子からみたUR-LA膵癌に対するConversion手術のベストタイミング：二施設共同研究．第52回日本膵臓学会大会；

2021 Sep 22；東京（オンライン）．

62) 中村佳史，林　伸彦，高橋孝輔，元尾伊織，荒木康宏，梶浦新也，安藤孝将，田尻和人，渡辺　徹，平野勝久，

渋谷和人，吉岡伊作，藤井　努，安田一朗．シンポジウム2 「局所進行切除不能膵癌に対するConversion surgery
のタイミング〜内科と外科の連携〜」 Conversion surgeryを見据えた胆道ドレナージ戦略．第52回日本膵臓学会大

会；2021 Sep 22；東京（オンライン）．

63) 高橋孝輔，安田一朗，花岡辰行．5mm以上の主膵管拡張を伴う分枝型IPMNは混合型か？—術前POPSの意義—．

第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 22；東京（オンライン）．

64) 酒井彩乃，吉岡伊作，渋谷和人，花岡辰行，安藤孝将，平野勝久，渡辺　徹，梶浦新也，高橋孝輔，澤田成朗，

坂東　正，東松由羽子，木村七菜，五十嵐隆通，三輪武史，北條荘三，松井恒志，奥村知之，安田一朗，藤井　努．

切除不能膵癌に対するイリノテカン内包リポソーム製剤の使用経験．第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 23；
東京（オンライン）．

65) 山崎豪孔，澤田成朗，東海竜太朗，田澤賢一，山岸文範，安田一朗，藤井　努．術前に膵神経内分泌腫瘍との

鑑別が困難であった膵動脈瘤の1例．第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 23；東京（オンライン）．

66) 林原絵美子，鈴木仁人，徳永健吾，間部克裕，南條宗八，松井英則，青木沙恵，森茂太郎，大野耕一，柴山恵吾，

見理　剛．Helicobacter suisなどのNon-Helicobacter pylori Helicobacterの細菌学的特徴およびゲノム比較．第27回
日本ヘリコバクター学会学術集会；2021 Sep 24-26；東京（オンライン）． 

67) 三原　弘，南條宗八，植田優子，井上祐真，安藤孝将，安田一朗．クラウド型機械学習で榊築したAIモデルで

のHP現感染，未感染，除菌後胃の診断精度．第27回日本ヘリコバクター学会学術集会；2021 Sep 24-26；東京（オ

ンライン）． 
68) Tsuyuki S, Takeshima H, Yamagata Y, Ando T, Yamashita S, Maeda S, Ushijima T. Comparable somatic mutation profiles 

between gastric cancers with past H. pylori infection and current infection. 第80回日本癌学会学術集会；2021 Sep 30-
Oct 3；横浜（オンライン）． 

69) 井上祐真，花岡辰行，高橋孝輔，松野　潤，中村佳史，林　伸彦，田尻和人，安田一朗．胆管空腸吻合術後の

良性吻合部狭窄に対する内視鏡治療．第57回日本胆道学会学術集会　；2021 Oct 7；東京（オンライン）． 
70) 高橋直希，花岡辰行，高橋孝輔，渡辺　徹，平野勝久，渋谷和人，吉岡伊作，藤井　努，井村穣二，安田一朗．

戸谷分類II型先天性胆道拡張症に合併した胆管癌の一例．第57回日本胆道学会学術集会；2021 Oct 7；東京（オ

ンライン）．

71) 田畑和久，三原　弘，安藤孝将，元尾伊織，髙橋冴子，寺本　彰，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，

安田一朗．過敏性腸症候群検出用内視鏡画像AIモデルにおける有症状者検出精度の検討．第117回日本消化器内

視鏡学会北陸支部例会；2021 Oct 7；福井．

72) 三原　弘，倉石　俊，清水沙也香，平木将矢，南條宗八，安藤孝将，藤浪　斗，安田一朗．十二指腸画像AIモ
デルでの機能性ディスペプシア検出精度の検討．第23回日本神経消化器病学会；2021 Oct 7-8；（オンライン）． 

73) 田畑和久，三原　弘，倉石　俊，小川健二，南條宗八，梶浦新也，藤浪　斗，安田一朗．大腸内視鏡画像AIモ
デルでの過敏性腸症候群検出精度の検討．第23回日本神経消化器病学会；2021 Oct 7-8；宮城（オンライン）． 

74) 荒木達大，澤田成朗，山崎豪孔，東海竜太朗，田澤賢一，山岸文範，安田一朗，井村穣二，藤井　努．胆石性
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急性胆嚢炎に合併した胆嚢内乳頭状腫瘍（ICPN）の1例．第57回日本胆道学会学術集会；2021 Oct 8；東京（オ

ンライン）．

75) Nakamura M, Ishiguro A, Dazai M, Kawamoto M, Yuki S, Sogabe S, Hosokawa A, Sawada K, Muto O, Umemoto K, Izawa 
N, Nakashima K, Yagisawa M, Kajiura S, Mitsuhashi M, Ando T, Sunakawa Y, Kikuchi Y, Yamanaka T, Komatsu Y. The 
efficacy of edoxaban for the cancer-associated asymptomatic venous thromboembolism in Japanese gastrointestinal cancer 
patients receiving chemotherapy: subgroup analysis of ExCAVE study. 第4回腫瘍循環器学会学術集会；2021 Oct 12-
14；仙台（オンライン）． 

76) 寺本　彰，平田大善，藤盛孝博，佐野　寧．超拡大内視鏡観察を行った5mm 0-IIa SM癌の1例．第17回拡大内視

鏡研究会；2021 Oct 15；東京（オンライン）． 
77) Ishiguro A, Nakamura M, Dazai M, Kawamoto M, Yuki S, Sogabe S, Hosokawa A, Sawada K, Muto O, Umemoto K, Izawa 

N, Ando T, Sunakawa Y, Kikuchi Y, Yamanaka T, Komatsu Y. 消化器癌化学療法中の静脈血栓症に対するエドキサバ

ンの有用性に関する多施設共同研究．第59回癌治療学会学術集会；2021 Oct 21-23；横浜（オンライン）． 
78) Ueda A, Ando T, Sakumura M, Motoo I, Kajiura S, Ogawa K, Tsukada K, Suzuki N, Nakada N, Takatori S, Nakashima K, 

Hosokawa A, Yasuda I. Lesion-level response to immune checkpoint inhibitor in patients with advanced gastric cancer. 第
59回癌治療学会学術集会；2021 Oct 21-23；横浜（オンライン）． 

79) Ogawa K, Ando T, Sakumura M, Motoo I, Kajiura S, Ueda A, Tsukada K, Suzuki N, Nakada N, Nakashima K, Hosokawa A, 
Yasuda I. The efficacy and safety of nivolumab for elderly patients with advanced gastric cancer in clinical practice. 第59回
癌治療学会学術集会；2021 Oct 21-23；横浜（オンライン）． 

80) Saito K, Ito K, Yuki S, Kawamoto Y, Sawada K, Sato A, Tsuji Y, Ando T, Kato K, Wakabayashi T, Kotaka M, Takahashi 
Y, Sakata Y, Komatsu Y. HGCSG1901: A Retrospective Cohort Study Evaluating the Safety and Efficacy of IRIS/Bev as 
second line treatment for metastatic colorectal cancer patients after anti-EGFR antibody. 第59回癌治療学会学術集会；

2021 Oct 21-23；横浜（オンライン）． 
81) 梶浦新也．がん治療医からみたOIC診療．第59回日本癌治療学会学術集会；2021 Oct 22；横浜．（招待講演）

82) 伊藤顕太郎，作村美穂，安藤孝将，元尾伊織，寺本　彰，三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，安田一朗．

MEK阻害薬により両側性漿液性網膜剥離を生じたBRAFV600E変異陽性進行大腸癌の一例．第132回日本消化器

病学会北陸支部例会；2021 Oct 24；金沢． 
83) 藤浪　斗，高橋冴子，本藤有智，南條宗八，渕野真代，三原　弘，安藤孝将，安田一朗．内視鏡用視野確保ゲ

ル2倍希釈液を用いた大腸ESDの工夫．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）日本消化器内視鏡学会；

2021 Nov 4；神戸．

84) 三原　弘，倉石　俊，小川健二，清水沙也香，平木将矢，南條宗八，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，安田一朗．

Google Cloud Platform機械学習で構築したAIモデルでの食道炎分類精度の検討．第29回日本消化器関連学会週間；

2021 Nov 4-7；神戸（オンライン併用）． 
85) 三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗，渡邊嘉行，及川律子，山本博幸，伊東文生．慢性便秘症の症状，

粘膜関連腸内細菌と直腸上皮TRPV4発現・メチル化異常との関連．第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 
4-7；神戸（オンライン併用）． 

86) 藤浪　斗，高橋冴子，本藤有智，南條宗八，渕野真代，三原　弘，安藤孝将，安田一朗．内視鏡用視野確保ゲ

ル２倍希釈液を用いた大腸ESDの工夫．第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 4-7；神戸（オンライン併用）． 
87) 作村美穂，安藤孝将，中田直克，元尾伊織，梶浦新也，渕野真代，南條宗八，三原　弘，藤浪　斗，小川浩平，

塚田健一郎，中島孝治，細川　歩，安田一朗．ニボルマブ療法を受けた進行食道癌患者における免疫関連有害

事象の特徴と治療成績に及ぼす影響．第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 4-7；神戸（オンライン併用）． 
88) 元尾伊織，安藤孝将，植田　亮，小川浩平，梶浦新也，塚田健一郎，鈴木庸弘，中田直克，高取俊介，中島孝治，

細川　歩，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．高齢者の胃癌，食道癌に対する免疫療法の治療効果と安全性の検討．

第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 5；神戸（オンライン併用）． 
89) 高橋直希，安藤孝将，元尾伊織，作村美穂，梶浦新也，中島孝治，細川　歩，植田　亮，鈴木庸弘，渕野真代，

三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．DICを合併する進行胃癌に対する一次治療としてのFOLFOX療法の

有効性と安全性．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）日本消化器病学会；2021 Nov 5；神戸．

90) 田尻和人，時光善温，河合健吾，菓子井良郎，真野鋭志，村山愛子，林　有花，安田一朗．進行肝細胞癌治療

における経口分子標的薬による多剤逐次療法を用いた生存延長効果の検討．第29回日本消化器関連学会週間

（JDDW2021）日本消化器病学会；2021 Nov 5；神戸．

医
　
　
学
　
　
部
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91) 南條宗八，渕野真代，高橋冴子，三原　弘，渡辺かすみ，高橋直希，花岡辰行，植田優子，作村美穂，高橋孝輔，

荒木康宏，元尾伊織，梶浦新也，安藤孝将，藤浪　斗，田尻和人，安田一朗．潰瘍性大腸炎における血清ロイ

シンリッチα2グリコプロテイン測定の有用性の検討．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）日本消化

器病学会；2021 Nov 5；神戸． 
92) 田尻和人，村山愛子，林　有花，安田一朗．肝硬変患者に対するリファキシミンの長期的効果の検討．第29回

日本消化器関連学会週間（JDDW2021）日本肝臓学会；2021 Nov 5；神戸．

93) 荒木康宏，土井晋平，安田一朗．ワークショップ14 胆膵内視鏡診療における新技術≪ビデオ≫ 遠位胆管癌水平

方向進展度診断における SpyGlass DS の有用性に関する検討．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）消

化器内視鏡学会；2021 Nov 6；神戸．

94) 梶浦新也．多職種連携で進める緩和ケア．日本緩和医療学会第3回関西支部学術大会；2021 Nov 21；（オンライン）．

（招待講演）

95) 荻野万里，田尻和人，村山愛子，林　有花，安田一朗．長期Nivolumab投与後に重篤な肝障害を発症しirAE肝障

害が疑われた1例．日本消化器病学会北陸支部第132回例会；2021 Nov 24；金沢．

96) 三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．クラウド型画像AI構築サービスによる小腸カプセル内視鏡読影AI
モデル（デプロイ）の病変検出精度の検討．第59回日本小腸学会学術集会；2021 Nov 26-27；（オンライン）． 

97) 南條宗八，三原　弘，植田優子，高橋冴子，寺本　彰，作村美穂，元尾伊織，梶浦新也，安藤孝将，藤浪　斗，

安田一朗．リンパ球数が潰瘍性大腸炎患者におけるトファシチニブ減量後の再燃を予測する．第12回日本炎症

性腸疾患学会学術集会；2021 Nov 26-27；東京（オンライン併用）． 
98) 田畑和久，三原　弘，安藤孝将，元尾伊織，高橋冴子，寺本　彰，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，

安田一朗．過敏性腸症候群検出用内視鏡画像AIモデルにおける有症状者検出精度の検討．第117回日本消化器内

視鏡学会北陸支部例会；2021 Nov 28；石川． 
99) 田畑和久，三原　弘，安藤孝将，元尾伊織，高橋冴子，寺本　彰，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，

安田一朗．自作過敏性腸症候群検出用大腸内視鏡画像AIモデルにおける有症状者検出精度の検討．第117回日本

消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 Nov 28；金沢． 
100) 北村和紀，林　伸彦，松野　潤，中村佳史，井上祐真，元尾伊織，南條宗八，三原　弘，梶浦新也，安藤孝将，

藤浪　斗，田尻和人，安田一朗．ERCP胆管挿管困難例に対する当院のストラテジーとEUS-rendezvous法の有用性．

第117回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 Nov 28；金沢． 
101) 藤浪　斗，三原　弘，高橋冴子，植田優子，作村美穂，元尾伊織，寺本　彰，南條宗八，安藤孝将，梶浦新也，

安田一朗．上部消化管内視鏡撮影部位のAI判定とスクリーニング内視鏡への応用．第117回日本消化器内視鏡学

会北陸支部例会；2021 Nov 28；金沢． 
102) 藤浪　斗，三原　弘，髙橋冴子，植田優子，作村美穂，元尾伊織，寺本　彰，南條宗八，安藤孝将，安田一朗．

AI による内視鏡撮影部位の自動判定とスクリーニング内視鏡への応用．第117回内視鏡学会北陸支部例会；2021 
Nov 28；金沢． 

103) 安田一朗．エキスパートセミナー1　胆管結石治療の最前線：基本／応用．第113回日本消化器内視鏡学会関東

支部例会；2021 Dec 4；東京（オンライン）．

104) 馬　快，高原照美，李　小康．A MET-agonistic antibody accelerates cirrhotic liver regeneration and improves mouse 
survival following partial hepatectomy. 第35回肝類洞壁細胞研究会；2021 Dec 16-17；新潟（オンライン併用）．

◆	 その他

1) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛CIPNの治療．Digestive Cancer Web Seminar；2021 Jan 13；
東京（オンライン）．（招待講演）

2) 梶浦新也．在宅緩和ケアを意識したがんの積極的治療．緩和ケアWebセミナー；2021 Jan 14；富山（オンライン）．

（招待講演）

3) 梶浦新也．消化器癌のがんゲノム医療を推進するために．がんゲノムセミナー　消化器；2021 Jan 27；富山（オ

ンライン）．（招待講演）

4) 梶浦新也．がん治療医が実践する支持療法 -ガイドライン改定を踏まえて-．消化器疾患セミナー；2021 Jan 28；
高岡（オンライン）．（招待講演）

5) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．泉州緩和ケアWebセミナー；2021 Jan 29；岸和田（オ

ンライン）．（招待講演）
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6) 梶浦新也．緩和ケアとは．2020年度富山県緩和ケア合同検討会議；2021 Feb 14；富山．

7) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．京都外科医会学術講演会；2021 Feb 20；京都（オ

ンライン）．（招待講演）

8) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛 CIPNの治療．Neuropathic Pain Webセミナー；2021 Feb 
26；東京（オンライン）．（招待講演）

9) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Pain Live Symposium in Wakayama；2021 Mar 5；和

歌山（オンライン）．（招待講演）

10) 梶浦新也．大腸癌治療の実際〜薬物療法・がんゲノム・緩和ケア〜．富山CRC web conference；2021 Mar 9；富山（オ

ンライン）．（招待講演）

11) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Oncology Total Care Web Seminar；2021 Mar 25；久

留米（オンライン）．（招待講演）

12) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．がんトータルケアwebセミナー；2021 Mar 26；岐阜（オ

ンライン）．（招待講演）

13) 梶浦新也．がん疼痛の薬物療法 -ガイドライン改定を踏まえて-．第一回フェントスシリーズwebセミナー；2021 
Apr 16；富山（オンライン）．（招待講演）

14) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Total Care Seminar がん治療医のための疼痛管理；

2021 May 20；浜松（オンライン）．（招待講演）

15) 梶浦新也．がん治療医が実践するがん支持療法 〜ガイドライン改定を踏まえて〜．緩和ケア勉強会 in 氷見；

2021 May 21；氷見（オンライン）．（招待講演）

16) 三原　弘．慢性便秘症患者における結腸上皮 TRPV4 発現とメチル化異常の関連．第4回慢性便秘診断・治療研

究会；2021 Jun 5；（オンライン）．

17) 梶浦新也．大腸癌治療を上手に進めていくためには．CRC web conference in Toyama；2021 Jun 8；富山（オンラ

イン）．（招待講演）

18) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Oncology Total Care Web Seminar；2021 Jun 11；奈良（オ

ンライン）．（招待講演）

19) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．がん診療連携フォーラムー疼痛と骨転移マネジメ

ントー；2021 Jun 24；横浜（オンライン）．（招待講演）

20) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケア．Supportive Care Meeting; 2021 Jun 28；東京（オンライン）．（招待講演）

21) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．がん診療のトータルケアを考える会; 2021 Jul 16；
さいたま（オンライン）．（招待講演）

22) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Oncology Total Care Web Seminar; 2021 Jul 21；久留

米（オンライン）．（招待講演）

23) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療. がんの痛みセミナー　〜しびれと疼痛〜; 2021 Aug 4；
山形（オンライン）．（招待講演）

24) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療. 緩和医療を考える会；2021 Aug 20；刈谷（オンライ

ン）．（招待講演）

25) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケア. がんトータルケアWebセミナー；2021 Aug 24；岐阜（オンライン）．

（招待講演）

26) 飯田將貴，三原　弘，力石　凌，作村美穂，元尾伊織，南條宗八，寺本　彰，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，

安田一朗. 抗 IgE 抗体オマリズマブ，抗 IL-5 抗体メポリ ズマブ，抗 IL-4/13 抗体デュピルマブの 併用を経験した

好酸球性胃腸炎の一例. 第 4 回アレルギー消化器疾患研究会；2021 Aug 28；（オンライン）．

27) 梶浦新也．緩和ケアにおける多職種連携. 船橋南部在宅療養研究会；2021 Sep 10；千葉（オンライン）．（招待講演）

28) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．出水郡医師会学術講演会；2021 Sep 13；鹿児島（オ

ンライン）．（招待講演）

29) 梶浦新也．チーム医療でのぞむ胃癌化学療法 − 治療のバトンを繋ぐ工夫 −. MedPeer Web講演会；2021 Sep 15；（オ

ンライン）．（招待講演）

30) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療. 痛みの評価を考えるWEBセミナー；2021 Sep 22；岡

山（オンライン）．（招待講演）

31) 安藤孝将. 胃検診異常. 第82回日本消化器病学会 北陸支部 市民公開講座；2021 Sep 26；富山．（招待講演）
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32) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．がんトータルケアWebセミナー；2021 Sep 29；多摩（オ

ンライン）．（招待講演）

33) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．第3回山形県がん化学療法セミナー；2021 Oct 2；
山形（オンライン）．（招待講演）

34) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Cancer Supportive Care Web Seminar; 2021 Oct 7；奈

良（オンライン）．（招待講演）

35) 梶浦新也．がん治療医が上手にオピオイドを使うには．Cancer Supportive Care Web Seminar; 2021 Oct 8；堺（オ

ンライン）．（招待講演）

36) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．がん疼痛トータルケア Web seminar; 2021 Oct 14；
新潟（オンライン）．（招待講演）

37) 梶浦新也．緩和治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．痛みのトータルケア マネジメントWeb セミナー；

2021 Oct 15；水戸（オンライン）．（招待講演）

38) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Cancer Supportive Care Web Seminar; 2021 Oct 20；大

阪（オンライン）．（招待講演）

39) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Supportive care seminar for cancer; 2021 Nov 12；埼玉

（オンライン）．（招待講演）

40) 梶浦新也．早期からの緩和ケア実践に必要なこと 〜がん治療医の立場から〜．第54回緩和ケアフォーラムin岡山；

2021 Nov 17；岡山（オンライン）．（招待講演）

41) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Supportive care seminar for cancer; 2021 Nov 25；三重

（オンライン）．（招待講演）

42) 梶浦新也．富山大学のチーム医療 緩和ケアとその他のチーム．第4回富山心不全包括治療カンファレンス講演会；

2021 Nov 26；富山．（招待講演）

43) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．Oncology Total Care Web Seminar; 2021 Nov 30；福岡

（オンライン）．（招待講演）

44) 梶浦新也．がん治療医が実践する緩和ケアとがん疼痛治療．がん治療医のためのがん疼痛治療Web Seminar; 
2021 Dec 7；名古屋（オンライン）．（招待講演）

45) 藤浪　斗．セッション７　カリキュラムの作成（評価）．第18回 臨床研修指導医養成セミナー；2021 Dec 11；
富山（オンライン）．（招待講演）

46) 梶浦新也．チームで取り組む副作用マネジメント 〜ILDチームの立ち上げ〜．Breast Cancer Web Seminar; 2021 
Dec 20；（オンライン）．（招待講演）

47) 梶浦新也．後方治療移行をスムーズに行うためには．Cancer Treatment Web Seminar; 2021 Dec 21；富山（オンラ

イン）．（招待講演）

48) 高原照美．飯山赤十字病院　雪椿かわら版105号｢肝臓病はこわくない｣．2021．
49) 南條宗八．当院におけるIBD診療．社内講演会（ヤンセンファーマ株式会社）．2021 Jan 14；（オンライン）．

50) 安田一朗．膵臓・胆道疾患における最新の診断アプローチと非手術治療．第64回富山大学附属病院地域連携Web
研修会．2021 Jan 21；富山（オンライン）．

51) 梶浦新也．緩和ケアフォローアップ研修会．2021 Jan 24；富山.主催

52) 南條宗八．IBD診療とアダリムマブの位置づけ．IBDスキルアップセミナー富山（アッヴィ合同会社）．2021 Feb 
2；富山（オンライン併用）．

53) 南條宗八．南條宗八先生医学教育会．武田薬品工業株式会社．2021 Feb 9；富山（オンライン併用）．

54) 三原　弘．多領域合同講演会 炎症性皮膚疾患連携セミナー in 富山 壊疽性膿皮症を合併した潰瘍性大腸炎に対す

るアダリムマブの使用経験．2021 Mar 4；富山．

55) Yasuda I. Lecture“Radial EUS for biliary tract and pancreas”. WEO International School of EUS (WISE) 2021 Module I. 
2021 Mar 13；（オンライン）．

56) 藤浪　斗．最近の内視鏡治療のトレンド．大塚製薬社内勉強会．2021 Mar 15；富山（オンライン併用）．

57) Yasuda I. EUS MASTERCLASS“Basic Technique of EUS and EUS-FNA”. WEBINAR FRIDAYS (HITACHI). 2021 Mar 
19；（オンライン）．

58) 安藤孝将．消化器がんの長期生存に向けて -チェックポイント阻害剤のエビデンスと日常臨床を考える-．第3回
東濃がん免疫カンファレンス webセミナー．2021 Mar 19；（オンライン）．
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59) Yasuda I. 華東消化器学院疑難病例検討会−第四季膵臓難病例編．2021 Mar 25；（オンライン）．

60) 安藤孝将．実例から学ぶ内分泌系irAEの教訓的ケースレポート．胃癌オプシーボWEBライブセミナー　〜irAE
マネジメントの重要性（効果と安全性） 〜．2021 Apr 1；（オンライン）．

61) 安藤孝将．胃がんニボルマブの実際 -Clinical Questionの観点から-．胃癌オプシーボWEBライブセミナー　〜

irAEマネジメントの重要性（効果と安全性） 〜．2021 Apr 1；（オンライン）．

62) 安藤孝将．Lesion-level response to immune checkpoint inhibitor in patients with advanced gastric cancer and esophageal 
cancer. 胃癌オプシーボ2021春季学会フィードバック．2021 Apr 7；（オンライン）．

63) 梶浦新也．がん治療医の意識とチーム医療．ノバルティス社内研修会．2021 Apr 23；富山.
64) 梶浦新也．がん治療医のOIC診療．ナルデメジンアドバイザリーボード．2021 May 9；東京.
65) 安田一朗．消化器内視鏡推進連絡会第37回総会．部会活動報告：ラジアル型超音波内視鏡描出法標準化検討部会．

2021 May 13；広島.
66) 安田一朗．膵胆道疾患の内視鏡診断・治療．第13回東葛南部消化器病研究会．2021 May 21；市川（オンライン）．

（特別講演）

67) 南條宗八．当院におけるIBD診療の実際．レクチャーミーティング（アッヴィ合同会社）．2021 May 24；富山（オ

ンライン）．

68) 安藤孝将．切除不能・進行再発胃がん対するオプシーボ -Clinical Questionと実臨床の経験から見える特徴-．
BMS/ONO 胃癌WEBセミナー．2021 May 26；（オンライン）．

69) 藤浪　斗．大腸内視鏡検査・治療のトレンド．旭化成社内勉強会．2021 May 27；富山（オンライン併用）．

70) 安田一朗．膵炎．旭化成ファーマ社内研修会．2021 Jun 1；富山（オンライン）．

71) 梶浦新也．がん治療医の意識とチーム医療．大鵬薬品社内研修会．2021 Jun 4；富山.
72) Yasuda I. Endoscopic diagnosis of small pancreatic cancer. 10th Najing Drum Tower Forum of Digestive Diseases and 

Endoscopy. 2021 Jun 5；南京（オンライン）．（特別講演）

73) 南條宗八．当院におけるIBD診療の実際．Web社内招聘研究会（株式会社JIMRO）．2021 Jun 7；（オンライン）．

74) 安藤孝将．胃がんの化学療法の実践 -後方治療のエビデンスと日常臨床を考える-．Taiho Web Lecture on Gastric 
Cancer. 2021 Jun 10；（オンライン）．

75) 南條宗八．富山大学におけるIBD診療の実際．Toyama IBD Online Meeting（ヤンセンファーマ株式会社，田辺三

菱製薬株式会社）．2021 Jun 18；富山（オンライン）．

76) 三原　弘．IBDインターネットセミナー in 北陸 炎症性腸疾患の診療の今後を支えるオンラインツールと，メン

タルケア．2021 Jun 21；富山．

77) 安藤孝将．消化器がん薬物療法において背景因子が治療成績に与える影響．エドルミズ錠 発売記念講演会．

2021 Jun 29；（オンライン）．

78) 梶浦新也．NET診療の基礎知識 NETの症例提示．ノバルティス講演会．2021 Jul 1；富山.
79) 南條宗八．潰瘍性大腸炎患者の大腸がんリスクと第腸粘膜のDNAメチル化異常．IBD Expert Web Seminar On 

Fukushima（株式会社JIMRO）．2021 Jul 8；（オンライン）．

80) 藤浪　斗．機器に関する取り組み報告．第26回北陸地区消化器内視鏡懇談会．2021 Aug 21；富山（オンライン）．

81) 梶浦新也．がん治療医が薬剤師に期待すること．北信がんプロ（薬学系）．2021 Aug 21；富山（オンライン）．

82) 南條宗八．IBD診療と医療連携．潰瘍性大腸炎オンライン講演会in富山（ファイザー株式会社）．2021 Aug 24；（オ

ンライン）．

83) 安藤孝将．胃がんの化学療法の実践 -ガイドラインに基づいて後方治療を考える-．第4回SCRUM中越．2021 
Aug 27；（オンライン）．

84) 安藤孝将．大腸がんのRegorafenib療法．CRC Expert Summit Meeting 2021. 2021 Aug 28；（オンライン）．

85) 梶浦新也．e-learningの振り返り．厚生連高岡病院緩和ケア研修会．2021 Sep 5；高岡.
86) 安藤孝将．消化器がん治療中の薬剤性肺障害に関するクリニカル・クエスチョン．薬剤性肺炎マネジメントWeb 

Seminar. 2021 Sep 9；（オンライン）．

87) 安藤孝将．胃がんの化学療法の実践 -後方治療のエビデンスと今後の日常臨床を考える-．Gastric Cancer Forum 
in Fukui 2021. 2021 Sep 17；（オンライン）．

88) 林　伸彦．富山大学における胆膵内視鏡診療．TOYAMA Alimentary Conference. 2021 Sep 17；（オンライン）．

89) 南條宗八．最適なIBD治療薬の選択を目指して．第451回富山県病院薬剤師会学術講演会（共催：富山県病院薬

剤師会・田辺三菱製薬株式会社）．2021 Oct 2；富山（オンライン併用）．
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90) 安田一朗．膵胆道疾患内視鏡診断・治療のトピックス．消化器領域Topics Web Seminar. 2021 Oct 4；京都（オン

ライン）．（特別講演）

91) 藤浪　斗．第82回 日本消化器病学会北陸支部市民公開講座．2021 Oct 9-15；富山.ケーブルテレビでのオンデマ

ンド配信．

92) 三原　弘．第3回 とやまIBD連携カンファレンス 『診療所アンケートとデジタルマップを利用した新しいIBD地

域医療連携 〜具体例を含めて〜』．2021 Oct 14；富山．

93) 南條宗八．メサラジン不耐・アレルギーについて．第3回とやまIBD連携カンファレンス（持田製薬株式会社）．

2021 Oct 14；富山（オンライン併用）．

94) 梶浦新也．e-learningの振り返り．富山大学附属病院緩和ケア研修会（主催）．2021 Oct 16；富山.
95) 安藤孝将．ガイドラインに基づいた胃がん・大腸がん化学療法の実践．高岡地区薬物療法セミナー．2021 Nov 6；

（オンライン）．

96) 安藤孝将．胃がんの化学療法の実践ガイドライン変更に基づいて後方治療の意義を考える．Gastric Cancer 
Seminar in Okayama. 2021 Nov 16；（オンライン）．

97) 三原　弘．第17回富山薬剤師フォーラムGERDの最近の話題〜新ガイドラインを中心に〜．2021 Nov 18；富山．

98) 安田一朗．胆膵内視鏡診断と治療におけるとっておきの秘訣．第37回北海道地区消化器内視鏡懇談会．2021 
Nov 20；札幌．（特別講演）

99) 安藤孝将．胃がんの化学療法の実践ガイドライン変更に基づいて後方治療の意義を考える．TAIHO Web Lecture 
on GI Cancer. 2021 Nov 20；（オンライン）．

100) 三原　弘．クローン病に対するウステキヌマブの可能性．Crohn disease Web Seminar in 京滋北陸．2021 Nov 25；富山．

101) 三原　弘．IBDにおける多職種連携とIBD診療〜ベドリズマブを中心に〜．富山IBD多職種連携WEB講演会．

2021 Nov 26；富山．

102) 元尾伊織．胃がんのpaclitaxel+ramucirumab療法-Case presentation-. Gastric Cancer Seminar in Toyama. 2021 Dec 3；
富山（オンライン併用）．

103) 梶浦新也．がん治療医の意識とチーム医療．帝人社内研修会．2021 Dec 13；富山（オンライン）．

104) 安藤孝将．ガイドラインに基づいた大腸がん診療の実践．オンコロジーwebセミナー．2021 Dec 16；（オンライン）．

105) 安藤孝将．胃癌のサルベージラインの病態と最新の治療体系について．TAIHO Lecture on GI Cancer. 2021 Dec 
17；（オンライン）．

106) 三原　弘．次世代の炎症性腸疾患診療体制を考える会「IBD診療のICT化・若手医師・地域連携等」．2021 Dec 
21；富山．
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